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レビー小体型認知症患者の「幻視」を誘発する検査の開発に成功 

-レビー小体型認知症の鑑別診断、早期介入に有用- 

 

東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野の森悦朗教授、西尾慶之講師、大学院生の内山信ら

のグループは、新たに開発した「パレイドリアテスト」を用いてレビー小体型認知症*1患者において「パ

レイドリア」という錯視を誘発することに成功しました。パレイドリアとは、壁のしみや雲の形が人の

顔や動物の姿に見える現象を指し、古くから幻視との関連性が指摘されていました。幻視はレビー小体

型認知症の中核症状の一つですが、短い診察時間に幻視が観察されることはまれで、見過ごされてしま

うことが問題になっていました。この検査により認知症患者から直接的に幻視と類似する症状を誘発で

き、鑑別診断や治療効果の正確な評価が可能になるものと期待されます。この研究成果は、英国の科学

誌「Brain」に掲載されます。 

本研究は、文部科学省グローバル COE プログラム（脳神経科学を社会へ還流する教育研究拠点：代

表 大隅典子 医学系研究科教授 平成 23年度終了）、科学研究費補助金の支援を受けて行われました。 

 

【研究内容】 

東北大学大学院医学系研究科の森悦朗教授、西尾慶之講師（高次機能障害学分野）らのグループは、

これまでもレビー小体型認知症や類縁疾患のパーキンソン病における視知覚障害について研究テーマ

として取り組んできました。本研究では「パレイドリアテスト」という新たな検査を開発し、レビー小

体型認知症患者から直接幻視と類似した症状（パレイドリア）を誘発することに成功しました。34 名

のレビー小体型認知症患者の全員においてパレイドリアが誘発されたのに対して、アルツハイマー病患

者では 34名中 4名に認められるのみでした。「パレイドリアテスト」を用いることで高い精度でレビー

小体型認知症とアルツハイマー病の鑑別が可能でした。 

 

本研究で用いられたパレイドリアテストは、図 1のような風景画像を患者さんに見せ、そこに何が見

えるかを説明してもらうという単純な検査です。レビー小体型認知症の患者さんは、花の写真のなかに

「ヒトの顔」、ネクタイの写真に「ほっかむりをした女性の姿」を見出します。本研究で認められたパ

レイドリアの 80%以上はヒトやその他の動物の顔や姿に関するものでした。これはレビー小体型認知症

の幻視の大部分がヒトや動物に関するものであることとよく一致しています。またパレイドリアテスト

は従来の神経心理検査や面接法では「幻視なし」とされていたレビー小体型認知症患者からもパレイド

リアを誘発することができました。このことからパレイドリアテストは、幻視が出現する一歩手前の状

態、もしくは幻視の発現にかかわる病態を検出していると考えられます。パレイドリアテストによって、

今後レビー小体型認知症の早期診断・早期治療の実現、幻視の病態の解明がなされることが期待されま

す。

 



図 1. パレイドリアテストとパレイドリアの例 

 

 

【用語説明】 
*1 レビー小体型認知症：アルツハイマー病についで多いとされる認知症をきたす認知症性疾患。幻視、

パーキンソン症状、認知機能の変動を中核的症状とする。 

 

【論文題目】 

Pareidolias: complex visual illusions in dementia with Lewy bodies 

「パレイドリア：レビー小体型認知症における複雑錯視」 

掲載誌名： Brain 電子版 
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